
毎
週
火
・
金
曜
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行
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島
根
県
企
業
局
事
務
処
理
規
程

(

昭
和
三
十
五
年
島
根
県
電
気
事
業
管
理
規
程
第
四
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

島
根
県
知
事

澄

田

信

義

目
次
中｢

第
三
節

回
議
、
合
議
及
び
供
覧(

第
三
十
六
条
―
第
三
十
九
条)

｣
を｢
第
三
節

回
議
、

合
議
及
び
供
覧

(

第
三
十
六
条
―
第
三
十
九
条
の
三)

｣

に
改
め
る
。

第
三
条
中
第
十
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え

る
。十

シ
ス
テ
ム

電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
、
文
書
の
収
受
、
起
案
、
保
存
そ
の
他
文
書
管
理
に
関
す

る
一
連
の
事
務
の
処
理
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
総
務
部
長
が
管
理
す
る
総
合
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。

十
一

整
理
番
号

公
文
書
を
管
理
す
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム
の
自
動
採
番
機
能
に
よ
り
付
さ
れ
る
番
号

の
こ
と
を
い
う
。

第
四
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

庶
務
担
当
係
長｣

を

｢

主
務
課
の
課
長
補
佐｣

に
改
め
る
。

第
五
条
中
第
六
号
及
び
第
七
号
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
係
る
調
整
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
中

｢

別
表
第
三
に
よ
る
記
号
に
、

｢

訓｣

又
は

｢

指
令｣

の
字
を
冠
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
区
分
に
従
い｣

を

｢

記
号
は
別
表
第
三
に
掲
げ
る
記
号
の
前
に

｢

訓｣

又
は

｢

指
令｣

の
字
を

付
け
る
も
の
と
し
、
番
号
は
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
従
い
、
本
局
に
あ
っ
て
は
整
理
番
号
に
よ
り
、
事
業
所

に
あ
っ
て
は｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

文
書
件
名
簿｣

の
前
に

｢

整
理
番
号
、｣

を
加
え
、

｢

事
件

の
完
結
す
る
ま
で
は
、
同
一
の
番
号
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る｣

を｢

一
文
書
案
件
ご
と
一
番
号
と
す
る｣

に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
同
一
の
文
書
案
件
で
一
会
計
年
度
を
通
じ
多
量
に
処
理
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
番

号
の
枝
番
号
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中

｢

年
度
を
超
え
て
な
お
継
続
す
る
事
件
に
係
る｣

を

｢

番
号
を
取
得
し
た
後
に
年

度
を
越
え
て
施
行
す
る｣

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
四
号
中

｢

し
、
文
書
件
名
簿
に
所
要
事
項
を
記
載
し
、
そ
の
文
書
に
記
号
及
び
番
号
を

記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

を｢

す
こ
と｣

に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
き
中｢

記
号
及
び
番
号
の
記
入
、

文
書
件
名
簿
へ
の
記
載｣

を

｢

第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
収
受
印
の
押
印｣

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

�

文
書
を
取
扱
う
者
は
、
局
長
、
課
長
又
は
本
局
若
し
く
は
本
局
課
あ
て
の
文
書
そ
の
他
重
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
保
存
期
間
が
一
年
未
満
の
も
の
を
除
き
、
シ
ス
テ
ム
に
文
書
の
標
題
、
収
受
年
月
日
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中｢

及
び
起
案
継
続
用
紙(

様
式
第
十
号)

｣

を
削
り
、｢

用
い
る
こ
と｣

を

｢

用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、

同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

起
案
す
る
と
き
は
、
シ
ス
テ
ム
に
標
題
、
起
案
年
月
日
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
登
録
す
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
総
務
課
長
が
そ
の
登
録
を
省
略
で
き
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
三
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

起
案
に
よ
ら
な
い
公
文
書)

�
�
�
�
�
�
�

起
案
に
よ
ら
な
い
で
作
成
し
た
公
文
書
の
作
成
者
は
、
当
該
公
文
書
の
作
成
年
月
日
、

作
成
者
の
所
属
、
協
議
者
の
所
属
等
必
要
な
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
シ
ス
テ

ム
に
当
該
公
文
書
の
標
題
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

平成��年�月��日 号外第��号(�)

号
外
第
八
二
号

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

(

金
曜
日)
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島
根
県
企
業
局
事
務
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島 根 県 報

第
三
十
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(
決
裁
文
書
の
記
号
及
び
番
号)

�
�
�
�
�
�
�

決
裁
文
書
に
は
記
号
及
び
整
理
番
号
を
記
入
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第

三
十
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(

供
覧)

�
�
�
�
�
�
�

供
覧
は
、
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
処
理
し
た
文
書
の
う
ち
当
該
文
書
に
基
づ
く

起
案
を
要
し
な
い
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
余
白
に

｢

供
覧｣

と
朱
書
き
し
て
行
う
も
の
と
し
、
シ
ス
テ

ム
に
当
該
文
書
の
標
題
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
登
録
し
た
上
で
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
十
条
中

｢

で
発
送
を
必
要
と
す
る
も
の｣

及
び

｢

起
案
書
に
発
送
文
書
を
添
付
し
て｣

を
削
る
。

第
四
十
一
条
中

｢

次
の
各
号
に
よ
る
手
続
き
を
し
た
後
即
日
発
送
す
る
も
の
と
す
る｣

を

｢

決
裁
文
書

が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
審
査
す
る
も
の
と
す
る｣

に
改
め
、
同
条
中
第
一
号
か
ら
第
四
号
を
削
除

し
、
同
条
中
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

�

前
項
に
定
め
る
審
査
が
終
了
し
た
後
、
担
当
者
は
施
行
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
直
ち
に
浄
書
す
る

も
の
と
す
る
。

�

浄
書
し
た
文
書
は
、
決
裁
文
書
と
校
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
二
条
を
削
除
す
る
。

第
四
十
三
条
中

｢

、
か
つ
、
押
印
し｣

を
削
る
。

第
四
十
七
条
の
二
中

｢

当
初
に｣

を

｢

ご
と
に｣

に
、

｢

当
年
度
の
大
分
類
名｣
を

｢

大
分
類
名｣

に

改
め
る
。

第
五
十
八
条
中

｢

第
二
十
九
条｣

の
前
に

｢

第
二
十
二
条
、｣

を
加
え
、

｢

第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十

三
条
ま
で｣

を

｢

第
三
十
一
条
、
第
三
十
一
条
の
二
、
第
三
十
三
条｣

に
、

｢

及
び
第
三
十
九
条
か
ら
第

四
十
三
条
ま
で｣

を｢

、
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
条
ま
で
、
第
四
十
二
条
の
二
及
び
第
四
十
三
条｣
に
、

｢

取
扱
い｣

を

｢

回
議
等｣

に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

(

起
案
の
方
法)

�
�
�
	
�
�
�

起
案
は
、
起
案
用
紙
及
び
起
案
継
続
用
紙

(

様
式
第
十
号)

を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
起
案
継
続
用
紙
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
代
え
て
他
の
用
紙
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

文
書
の
作
成
に
用
い
る
文
の
用
語
、
用
字
、
文
体
等
に
つ
い
て
は
、
平
易
な
言
葉
で
簡
潔
に
記
述
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

起
案
用
紙
に
起
案
年
月
日
、
起
案
者
名
、
標
題
等
を
起
案
用
紙
の
所
定
欄
に
記
入
し
、
処
理
案
、
起

案
の
理
由
、
関
係
法
規
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
、
か
つ
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
書
類
を
添

付
す
る
も
の
と
す
る
。

�

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
定
例
又
は
簡
易
な
事
項
を
起
案
す
る
場
合
に
は
起
案
用
紙
を
用
い

ず
、
収
受
し
た
文
書
の
余
白
を
利
用
す
る
等
適
当
な
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

起
案
に
よ
ら
な
い
公
文
書)

�
�
�
	
�
�
�

起
案
に
よ
ら
な
い
で
作
成
し
た
公
文
書
の
作
成
者
は
、
当
該
公
文
書
の
作
成
年
月
日
、

作
成
者
の
所
属
、
協
議
者
の
所
属
等
必
要
な
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。

(

決
裁
文
書
の
記
号
及
び
番
号)

�
�
�
	
�
�



決
裁
文
書
に
は
記
号
及
び
番
号
を
記
入
し
て
お
く
も
の
と
し
、
第
五
十
八
条
に
お
い

て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
処
理
し
た
文
書(

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て｢

収
受
文
書｣

と
い
う
。)

に
基
づ
き
起
案
し
決
裁
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
収
受
文
書
に
記
載
さ
れ
た
記
号
及
び

番
号
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

�

収
受
文
書
に
基
づ
か
な
い
決
裁
文
書
の
場
合
は
、
文
書
件
名
簿
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
当
該
文

書
件
名
簿
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
記
号
及
び
番
号
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
軽
易
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(

供
覧)

�
�
�
	
�
�
�

供
覧
は
、
収
受
文
書
の
う
ち
当
該
文
書
に
基
づ
く
起
案
を
要
し
な
い
文
書
に
つ
い
て
、

そ
の
余
白
に

｢

供
覧｣

と
朱
書
き
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

(

文
書
の
浄
書
及
び
校
合)

�
�
�
	
�
�
�

文
書
取
扱
主
任
は
、
決
裁
文
書
で
施
行
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
も
の

と
す
る
。

�

前
項
に
定
め
る
審
査
が
終
了
し
た
後
、
担
当
者
は
直
ち
に
浄
書
す
る
も
の
と
す
る
。

�
浄
書
し
た
文
書
は
、
決
裁
文
書
と
校
合
し
、
浄
書
者
及
び
校
合
者
は
決
裁
文
書
の
所
定
欄
に
押
印
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
二
号
中

｢
(

第
十
九
条
、
第
二
十
九
条
、
第
四
十
一
条
関
係)

｣

を

｢
(

第
十
九
条
、
第
五
十

八
条
の
四
関
係)

｣
に
改
め
る
。

様
式
第
九
号
中

｢
(

第
三
十
二
条
関
係)

｣

を

｢
(

第
三
十
二
条
、
第
五
十
八
条
の
二
関
係)

｣

に
、

様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成��年�月��日 号外第��号 (�)



島 根 県 報平成��年�月��日 号外第��号(�)

����� (第��条､ 第��条の�関係)

(本局用)

島根県起案用紙

注 発送種別､ 施行上の注意については､ 該当するものの番号をそれぞれの欄に記入すること｡

該当するものがない場合には､ 簡潔にその内容を記入すること｡

付箋

分 類 記号・番号

処
理
経
過

収 受

起 案 年 月 日

処 理 期 限 年 月 日

決 裁 年 月 日

施 行 年 月 日

担 当 課

起 案 者
職

氏名

案	 案� 案
 案� 案�

審 査

公 印

発 送 日

発 送 種 別

内線 情報公開

受 信 者 発 信 者 部数 施 行 上 の 注 意

施
行
上
の
取
扱

案	

案�

案


案�

案�

決 裁 区 分

件 名

回 議 課 係 � 係 � 係 � 係 � 係 � 係

知事 副知事 出納長

局長 次長 課長 課長補佐 係長 課員

起 案 理 由

発 送 種 別
①書留 ②速達 ③配達証明 ④内容証明 ⑤国際郵便 ⑥ファクシミリ
⑦電子メール ⑧庁内施行 ⑨�
���

施行上の注意 ①例規 ②県報登載 ③官報報告 ④新聞等による報道



平
成
十
五
年
五
月
三
十
日
印
刷

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日
発
行

発
行
者

島

根

県

発
行
所

松
江
市
殿
町

島

根

県

庁

印

刷

松
江
市
学
園
南

松
陽
印
刷
所

定
価
一
箇
月

金
二
千
四
百
二
十
円

(

送
料
共)

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

島 根 県 報

様
式
第
十
号
中

｢
(

第
三
十
二
条
関
係)

｣

を

｢
(

第
五
十
八
条
の
二
関
係)

｣

に
改
め
る
。

�
�

(
施
行
期
日)

�

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

�

本
局
の
公
文
書
の
管
理
に
お
い
て
、
改
正
後
の
島
根
県
企
業
局
事
務
処
理
規
程
の
規
定
に
よ
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
総
務
課
長
が
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平成��年�月��日 号外第��号 (�)


